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度に発達すると、コーングロスやシックルグロスと呼

ばれるような「光沢」として肉眼でも識別できる。弥

生時代の農具と考えられている石器には、大きく三つ

の使用痕の分布パターンが見出されいる。パターン 1

は磨製石庖丁などに特徴的なパターンで、主面の片側

に偏って発達し、刃縁の線状痕は刃部と直交する。い

わゆる「穂摘み」によって生じる分布パターンである。

パターン 2は、刃縁の表裏に広く帯状にポリッシュが
分布し、線状痕は刃と平行する。刃部を平行に操作す

ることで形成される分布パターンである。大型石庖丁

や大型の剥片石器に認められ、植物でも根株など厚み

のある部分での作業に用いられたものと考えられてい

る。パターン3は石鎌で確認されており、刃縁の表裏

にポリッシュが分布し、線状痕は刃と直交する。対象

物に対し刃部を直交方向にたたきつけるようにして切

断したと考えられ、穂首の収穫作業が想定されている。 
パターン1～3の組合せは、北部九州では弥生時代早

期には成立しており、水田稲作の導入初期に確立され

た組成である。ただし、石鎌は北部九州から山陰、北

陸にかけての日本海地域を中心にみられ、分布範囲は

限定される。一方、パターン1の「穂摘み」とパター

ン2は東北地方までの広域に定着しており、弥生時代

の石製農具の基本的な組成であるといえる。従来から

想定されているように、「穂摘み」による収穫作業が

行われたと考えられる一方で、稲株の処理や除草など

の作業についても、弥生時代の農耕技術のなかで積極

的に評価していく必要があろう。 
しかし、北部九州や近畿地方ではパターン1の「穂

摘み」具が主体であるのに対し、東海や北陸では「穂

摘み」具が少なくパターン2の石器が主体であるなど、

地域によって機能的な組成に偏りがあることも事実で

ある。また、磨製や打製といった製作技術、生産と流

通をめぐる様相にも地域差があり、弥生社会のなかで

の各機能の位置付けが十分に解明されたとはいえない。 
石製農具の使用痕研究の課題として、客観的な観察

基準の整備や比較対照する実験研究の枠組みの再検討

といった分析技術に関わる問題も指摘しておきたい。

このような問題を克服したうえで、縄文時代の石器と

の比較や弥生以降の鉄器への移行について機能的な側

面からその変遷を明らかにすること、また中国大陸や

朝鮮半島の石製農具の分析をとおして、多様な農耕技

術のなかで個々の石器の機能を位置付けていく試みが

必要である。 
 

弘前市長勝寺（弘前藩津軽家菩提寺）の調査 

 岩井浩介（青森県弘前市教育委員会） 

１．はじめに 

 弘前市教育委員会では近年、国指定史跡津軽氏城跡

内に所在する寺院街「長勝寺構」の諸寺院の現状変更

行為に伴い、発掘調査を実施している。その多くは寺

院境内での本堂・位牌堂などの改築に伴うものであり、

その性格上、費用・面積・期間など限られた条件の中

で調査が行われている。そのため得られる成果も限ら

れたものとなっているのが現状であるが、今回発表す

る長勝寺はその中では比較的まとまった面積で調査を

実施しており、一定の成果が得られている。ここでは

その調査の概要と共に、雑駁ながら若干の考察を述べ

る。 

２．歴史的環境 

１）津軽氏と弘前城下の沿革 

 延徳 3年（1491）、三戸南部氏は津軽西浜における

安藤氏への押さえとして、南部氏の一族光信を岩手県

九戸郡下久慈より種里城（現西津軽郡鰺ヶ沢町種里）

へと配置した。大永 6年（1526）、初代光信が種里城

で没すると、嫡男盛信は大浦城（現中津軽郡岩木町大

浦）においてその家督を継いでいる。永禄10年（1567）

に四代為則の跡を継いだ為信は、元亀 2年（1571）、

三戸南部氏に反旗を翻し石川城（現弘前市石川）を急

襲、津軽郡代南部高信を自害に追い込む。これ以後、

為信は津軽一円の支配へと歩みを進め、天正 19 年

（1591）、豊臣秀吉より「津軽右京亮」の名で朱印状

を得たことにより、大名としての公認を得ることとな

る。文禄 3年（1594）、為信は居城を大浦城から堀越

城（現弘前市堀越）へと移し、それと同時に寺社・家

臣団・商工業者等をも移転させた。しかし、津軽平野

南部の沖積地に位置する堀越城は、政治的・経済的な

要衝ではあったものの、軍事的・地理的には脆弱であ

った。慶長 8年（1603）、為信は領国経営の中心とし

て高岡の地（現弘前）を選定し町屋の建設を命じる。

慶長 12 年（1607）12 月、為信は京都で没し、高岡で

の築城計画は二代藩主信枚の手に委ねられることとな

る。 

 慶長15年（1610）、信枚によって着手された弘前城

の築城は、翌16年（1611）にほぼ完成、同年信枚と共

に寺社・家臣団等が堀越より移転する。その際、領国

経営の中心地としての役割をより強固にするため、城

下には諸寺社が計画的に配置されることとなった。弘

前城の東北から北にかけては、八幡宮とその別当寺院

真言宗最勝院、熊野宮、伊勢大神宮（神明宮）、西に

は浄土宗誓願寺、曹洞宗革秀寺、東には東照宮とその

別当薬王院、浄土真宗・天台宗・浄土宗の各寺院が配

された。南西台地上には、津軽領内より曹洞宗寺院三

十三ヶ寺が集められ、長勝寺を僧録所として「長勝寺

構」が形成される。長勝寺構には元和元年（1615）に、

弘前城の南、現在の弘前市森町付近にあった茂森山を

切り崩し、構内の沢を埋めた際に、東側に土居と壕、

枡形が構築されており、より軍事的な役割も強化され

ている。 
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２）長勝寺の沿革 

 曹洞宗太平山長勝寺は、享禄元年（1528）、盛信が

父光信の菩提のため種里村に創建された。その後大浦

氏（後の津軽氏）の居城と共に、大浦、堀越へと移り、

現在地には、津軽藩二代藩主津軽信枚が弘前城へと居

を移すに伴い移転した。現長勝寺は、長勝寺構の形成

と共にその西端に東面して建立され、寺領は200 石、

長勝寺構の僧録所としての役割を担った。 

 創建当初は本堂と庫裏のみであったと考えられるが、

寛永6年（1629）に信枚によって三門、御影堂、回廊

が建立され、その伽藍は一応の完成をみる。また、本

堂の南には、寛永 5年（1628）に為信正室（仙桃院）

の霊屋である環月臺が建立されたことを皮切りに、18

世紀中頃までに5棟の霊屋が建立される。伽藍配置は、

東面する本堂を中心として、その正面に三門、本堂に

向かって右側（北側）に庫裏、左側（南側）に禅堂（現

蒼龍窟、明和 2年［1765］建立願出）を配し、回廊が

それらの建造物を繋いでいたものと考えられる。 

 長勝寺の歴史は津軽氏と共にあるといってもよく、

歴代藩主の信仰が厚かったことも想像に難くない。し

かし、正確には津軽藩成立後は主たる菩提寺であった

とは言い難い。京都で没した初代藩主為信は岩木川西

岸の曹洞宗革秀寺の開基、二代信枚は現東京都台東区

谷中の天台宗津梁院の開基（長勝寺には分霊墓として

霊屋が建立）、三代信義は現弘前市新寺町の天台宗報

恩寺に開基として祀られており、三代以降は菩提寺の

主たる役割は、国元では報恩寺、江戸では津梁院、高

野山では遍照尊院へと移っている。 

３）史跡の沿革 

 現在、長勝寺は国指定史跡津軽氏城跡（弘前城跡）

長勝寺構内に位置する。史跡津軽氏城跡は、種里城跡

（平成14年指定）、堀越城跡（昭和60年指定）、弘

前城跡（昭和27年指定）より成り、弘前城跡について

は更に、弘前城跡・長勝寺構・新寺構の 3ヶ所より成

る。種里城跡・堀越城跡・弘前城跡については、当初

より公園としても利用されていたこともあり、公有地

化が行われると共に史跡整備に伴い継続的な発掘調査

が実施されている。しかし、長勝寺構・新寺構につい

ては現在も生活・信仰の場として利用されており、保

存・整備方針について見直していく必要に迫られてい

る。 

３．調査の概要 

 調査は2001年度と2002年度の２ヶ年にわたり実施

された。2001年度は南面する庫裏東側の住宅建設予定

地を対象とし、調査面積は172.5 平方メートル、2002

年度は庫裏裏手（北側）の位牌堂建築予定地を対象と

し、調査面積は244.7 平方メートルである。調査区内

からは回廊跡、竪穴遺構 6基、土坑30基、溝跡 5基、

土器埋設遺構 1基、ピット182基を確認した。検出さ

れた遺構は全て自然堆積層である基本土層第 1層（黒

色砂質土）及び第 2層（黄褐色砂質シルト土）上面で

検出されており、上面の遺物包含層は削平されてしま

ったものと思われる。これらの遺構は古代のものと、

近世のものに大別される。以下にその概要をまとめる。 

１）回廊跡 

 調査区南側の拡幅区で検出された。通路部分である

回廊内の整地層は、断面形が台形を呈し、上面幅

2.2-2.3m、下面幅 2.4-2.5m、厚さ 10-15cm前後であ

る。南縁部には土留めと思われる礫が埋設される。北

側には真々柱間1.85mの柱穴列が検出された。なお柱

穴には柱痕が残存していたが、保存のため完掘してい

ない。 

 回廊は文献資料から寛永6年（1629）に二代信枚に

よって建立されたと考えられており、絵図等では本堂、

庫裏、三門、禅堂を連結している様子が描かれている。

藩庁日記では18世紀から19世紀前半にかけて、約30

年毎に何らかの修復が行われていることも判明してい

るが、その後、太平洋戦争末期に延焼を防ぐため取り

壊されており、今回確認された遺構もその時のものと

考えられる。 

２）土坑 

 土坑 30 基のうち、7 基は古代後半に属するもので、

うち３基は井戸跡である。その他の土坑はおおむね近

世期以降に属するものと思われる。これらのなかで規

模や湧水の存在等から近世の井戸跡と想定されるもの

は４基である。 

 ＳＫ11・14・21 は古代後半に属する井戸跡である。

いずれも素掘りで底面は透水層まで達する。ＳＫ14に

は上屋と思われる柱跡が付属する。 

ＳＫ4・16・29は近世、ＳＫ15は近代に廃絶された

井戸跡と考えられる。いずれも湧水が激しく底面は確

認できていない。ＳＫ15を除き、覆土中に粘土層がみ

られる。なお、確認した深度内の土層断面上では井戸

側の痕跡は確認できていない。形態はＳＫ4 が円形、

他は方形を呈し、壁面はほぼ垂直である。ＳＫ29は一

辺 2.6ｍの方形を呈し、四隅に柱跡、また周囲に柱穴

列を伴う。覆土からは多量の木製品が出土した。 

近世以降の井戸は重複関係等から、ＳＫ29（18世紀

末）、ＳＫ4・16（19 世紀前半）、ＳＫ15（19 世紀後

半以降）と変遷したと想定しており、庫裏の北側から

東側にかけて位置を違えながら構築されていたと考え

られる。また、ＳＫ4は18世紀中頃と想定される絵図

に描かれた井戸とその位置が非常に近い。しかし、文

政8年（1825）の絵図には井戸の表記が無く、廃絶時

期とも開きがあることから、絵図の井戸と同一のもの

であるかは断定し得ない。 

３）竪穴遺構 

 竪穴遺構は2002年度調査区でのみ検出した。ST1-4

 －6－ 



は貼床を有するもので、うちＳＴ1・2は方形または長

方形を呈すると思われる近世後半の遺構である。 

大塚ゆめ子、加藤徹、小泉多恵子、 

後藤崇文、高松与理子、長岡けやき、 

 ST5・6は近世の遺構としては最も古い時期のもので、

ST6 については近世初頭にさかのぼる可能性がある。

出土遺物には肥前陶器、志野、越前、中国産染付、か

わらけ等がある。ＳＴ5・6ともに不整な楕円形を呈し、

底面は平坦、柱跡は非常に少ない。確認当初より長勝

寺構創建期に伴う可能性がある遺構として、工房等の

可能性も想定し調査を実施したが、現段階ではその機

能については不明である。なお、本遺構は位牌堂基礎

深度下に位置する遺構のため、部分的な掘り下げにと

どめている。 

平尾雅之、矢島智之 

 

良渚文化石器の研究 

中村慎一 

   平成12年度から14年度まで文部科学省の科学研究

費補助金を得て日中共同調査を実施した。研究課題は

「良渚文化における石器の生産と流通に関する研究」

である。 

 良渚文化の石器は20ほどの器種に分類可能である。

そしてそのほとんどすべてが磨製石器である。この磨

製石器の多様さは、その製作の精緻さと相俟って良渚

文化石器の最大の特徴となっている。磨製石器を利器

として用いる文化という意味で新石器文化の語を用い

るならば、良渚文化は世界の新石器文化の最高峰とい

っても過言ではない。良渚文化といえばその精美な玉

器があまりにも有名で、石器の方はやや影が薄い感が

あるが、そこから得られる情報は決して少なくない。 

４）その他 

 溝跡は古代と近世のものがある。土器埋設遺構は古

代後半のもので、土師器甕の胴部下半が確認された。

ピットとして扱ったもの多くは柱痕を有する柱穴跡で

ある。現段階ではその精査ができていないため、その

状況は不明である。 

２ヶ年の調査により、長勝寺境内の様相が僅かずつ

ではあるが判明してきたことは大きな成果といえる。

だが、境内の空間利用の様相解明には、遺構・遺物の

精査とともに、文献資料や絵図など検討しなければな

らない課題が山積している。今後更に検討を加えてい

くこととしたい。 

 3カ年、延べ5回に及ぶ現地調査では2000点近い石

器の実測・撮影を行った。実測に活躍してくれたのは

大学院生クラスの若い諸君である。また、京都で岩石・

鉱物鑑定の仕事をされている岩田修一さんに石材を見

ていただき、本研究室の出身で現在は愛知県教育委員

会にお勤めの原田幹さんには金属顕微鏡を用いての使

用痕分析をお願いした。 
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 今年度からの3ヵ年は「長江下流域新石器文化の

植物考古学的研究」と題して新たなプロジェクトを

実施する。植物学や農学の専門家も交えての学際的

研究を展開するつもりである。卒業生、在学生の皆

さんにも是非またご協力願いたい。 

学  部  生 ：佐藤こずえ、庄田孝輔、田中智絵子、 

富樫陵、不破透、吉田風太、林宗偉、 

糸口佳孝、木村水保、佐藤祐子、杉浦文、

杉本芳江、長屋有香、成田弥生、浜田景子、 

菱沼大介、宮崎浩輔、猪股周一郎、 
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